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(57)【要約】
【課題】硬化前には、優れた低粘度化、チクソトロピー性、硬化後には優れた接着性、低
残留タック性（べとつき）を有し、表面のべたつきのない樹脂組成物、好ましくはシーリ
ング用樹脂組成物を提供する。
【解決手段】シーリング用樹脂組成物に、２－メチレンノナデカンや２－デシル－２－オ
クチルオキシランなどのアルキル基が複数個結合した特定の構造式を有する化合物を樹脂
用可塑剤として配合する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（Ｉ）、（II）、（III）および（IV）で表される化合物の少なくとも１種
類からなることを特徴とする樹脂用可塑剤。
【化１】

【化２】

【化３】

【化４】

（式中、ｎは０～３０の整数である。）
【請求項２】
　一般式（I）、（II）、（III）および（IV）のｎが０～２０の整数である請求項１に記
載の樹脂用可塑剤。
【請求項３】
　樹脂および、請求項１又は２に記載の樹脂用可塑剤を含有することを特徴とする樹脂組
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成物。
【請求項４】
　樹脂が硬化型樹脂である請求項３に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　樹脂が湿気硬化型樹脂である請求項４に記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　樹脂がシーリング用樹脂である請求項４又は５に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　樹脂が湿気硬化型シーリング用樹脂である請求項６に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　樹脂がウレタン系シーリング用樹脂である請求項６に記載の樹脂組成物。
【請求項９】
　樹脂がシリコーン系シーリング用樹脂である請求項６に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
　樹脂が変成シリコーン系シーリング用樹脂である請求項６に記載の樹脂組成物。
【請求項１１】
　樹脂用希釈剤として用いられる請求項１又は２に記載の樹脂用可塑剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、樹脂用可塑剤、及びそれを配合してなる樹脂組成物に関し、詳しくは優れた
低粘度化、チクソトロピー性、接着性、低残留タック性を有する樹脂組成物を提供し得る
樹脂用可塑剤、及びそれを配合してなる樹脂組成物、特にシーリング用樹脂組成物に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　シーリング用樹脂組成物（シーラントとも云う）は、通常、オルガノポリシロキサン、
シリル基末端ポリイソブチレン、変成シリコーンポリマー、ポリサルファイドポリマー等
の高分子化合物からなる主成分と、フタル酸エステル、プロセスオイル、ポリプロピレン
グリコールなどの可塑剤、炭酸カルシウム等の充填材および、酸化防止剤、垂れ防止剤、
硬化触媒等の添加剤などからなっている。このような組成を持つシーラントは建築、自動
車、化学工業等において、接合部や接触部の隙間（目地）に充填し、水密、気密を確保す
るために使用される。特に建築用は大量に使用されており外壁の充填材として使用されて
いる。
【０００３】
　しかしながら、従来のシーリング用樹脂組成物においては、硬化後に表面に残留タック
（べたつき）が存在しており、ほこりや砂などが容易に付着し美観が著しく損なわれたり
、塗料の密着性低下の原因になることなどの問題点があり改善が望まれていた。
　このような問題点を解決するために、加水分解性珪素含有重合体やオリゴエステルアク
リレート、ポリ桂皮酸ビニル類などの光硬化性物質を添加し、表面タック（べたつき）改
善を図ることが提案されている（例えば、特許文献１，２参照）。しかしながら、このよ
うな光硬化性物質は、機能発現までに時間がかかるといった問題がある。
　また、加水分解性珪素含有重合体に、液状ジエン系重合体（ポリブタジエンなど）を添
加することが提案されている（例えば、特許文献３参照）。　しかし、液状ジエン系重合
体は粘度が高く、作業性を確保するために可塑剤を多く加えると可塑剤そのものが、表面
に漏れ出し（ブリードアウト）べたつきの原因となる。
【０００４】
　さらに、（Ａ）ポリオキシアルキレンエーテル型ポリオール中でアクリル酸アルキルエ
ステルを重合させて得られるアクリルポリマー含有ポリオールとポリイソシアネートとを
反応させて得られるイソシアネート基末端ウレタンプレポリマー及び（Ｂ）ポリエチレン
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特許文献４参照）。　しかし、この一液湿気硬化型シーラントは、アクリル系モノマーが
完全に反応しているとは言えず、べたつきの問題を完全に解決しているとは言えず、粘度
の高いポリエチレングリコールジエステルを含有しているため、塗布作業性にも問題があ
る。
　活性水素を持つ重合開始剤を用いて、アクリル系単量体をポリオール中で重合しウレタ
ンプレポリマーを製造することが提案されている（例えば、特許文献５参照）。しかし、
このウレタンプレポリマーはアクリル系単量体が完全に反応するとは言えず、べたつきの
問題が解決されていない。
【０００５】
【特許文献１】特開昭５５－３６２４１号公報
【特許文献２】特開平５－６５４００号公報
【特許文献３】特開平１－１４９８５１号公報
【特許文献４】特開平１１－５００４５号公報
【特許文献５】特開２００１－１１５１２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、以上のような状況から、硬化前には、優れた低粘度化、チクソトロピ
ー性、硬化後は、優れた接着性、低残留タック性（べとつき）を有し、表面のべたつきの
ない樹脂組成物、特にシーリング用樹脂組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、前記目的を達成するために鋭意研究を重ねた結果、シーリング用樹脂組
成物に、９－メチレンノナデカンや２－デシル－２－オクチルオキシランなどのアルキル
基が複数個結合した特定の構造式を有する化合物を樹脂用可塑剤として配合することによ
り、その目的に適合し得ることを見出した。本発明は、かかる知見に基いて完成したもの
である。
【０００８】
　即ち本発明は、以下の樹脂用可塑剤、及び樹脂組成物を提供するものである。
１．下記一般式（Ｉ）、（II）、（III）および（IV）で表される化合物の少なくとも１
種類からなることを特徴とする樹脂用可塑剤。
【０００９】
【化１】

【００１０】
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【化２】

【００１１】
【化３】

【００１２】
【化４】

（式中、ｎは０～３０の整数である。）
【００１３】
２．一般式（I）、（II）、（III）および（IV）のｎが０～２０の整数である上記１の樹
脂用可塑剤。
３．樹脂および、上記１又は２の樹脂用可塑剤を含有することを特徴とする樹脂組成物。
４．樹脂が硬化型樹脂である上記３の樹脂組成物。
５．樹脂が湿気硬化型樹脂である上記４の樹脂組成物。
６．樹脂がシーリング用樹脂である上記４又は５の樹脂組成物。
７．樹脂が湿気硬化型シーリング用樹脂である上記６の樹脂組成物。
８．樹脂がウレタン系シーリング用樹脂である上記６の樹脂組成物。
９．樹脂がシリコーン系シーリング用樹脂である上記６の樹脂組成物。
１０．樹脂が変成シリコーン系シーリング用樹脂である上記６の樹脂組成物。
１１．樹脂用希釈剤として用いられる上記１又は２の樹脂用可塑剤。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の樹脂組成物は、シーリング用樹脂に、一般式（Ｉ）、（II）、（III）および
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（IV）で表される化合物の少なくとも１種類からなる樹脂用可塑剤を含有させることによ
り、硬化前には、優れた低粘度化、チクソトロピー性、硬化後には、優れた接着性、低残
留タック性を有し、表面のべたつきのない特性が得られ、硬化前には低粘度で作業性が高
く、硬化後は表面にほこりや砂が付着しにくく、外観の劣化を低減することができる。
　従って、本発明の樹脂用可塑剤は、建築用や自動車用のシーリング用樹脂組成物に好適
に使用でき、作業性が向上すると共に、表面にほこりや砂が付着しにくく、外観の劣化が
小さいシーラント体が得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　一般式（I）、（II）、（III）および（IV）で表される化合物の少なくとも１種類から
なる本発明の樹脂用可塑剤は、硬化型樹脂を含むシーリング用樹脂組成物用として好適に
用いられる。
　硬化型樹脂としては、湿気硬化型樹脂、ウレタン系樹脂、シリコーン系樹脂、変成シリ
コーン系樹脂、ポリサルファイド系樹脂、アクリルウレタン系樹脂などがあり、特に本発
明の樹脂用可塑剤は、湿気硬化型シーラント、ウレタン系シーラント、シリコーン系シー
ラント、変成シリコーン系シーラントに好適に用いることができる
【００１６】
　本発明の樹脂用可塑剤に用いられる一般式（I）、（II）、（III）および（IV）で表さ
れる化合物において、ｎは０～３０の整数であるが、ｎが０～２０の整数であることが好
ましい。
　一般式（Ｉ）で表される化合物としては、３－メチレンヘプタン、５－メチレンウンデ
カン、７－メチレンペンタデカン、９－メチレンノナデカン、１１－メチレントリコサン
、１３－メチレンヘプタコサン、１５－メチレンヘントリアコサン、１７－メチレンペン
タトリアコサンなどが挙げられる。
　また、一般式（II）で表される化合物としては、３－メチル－ヘプタン、５－メチルウ
ンデカン、７－メチルペンタデカン、９－メチルノナデカン、１１－メチルトリコサン、
１３－メチルヘプタコサン、１５－メチルヘントリアコサン、１７―メチルペンタトリア
コサンなどが挙げられる。
【００１７】
　一般式（III）で表される化合物としては、２－ブチル－２－エチルオキシラン、２－
ブチル－２－ヘキシルオキシラン、２－ヘキシル－２－オクチルオキシラン、２－デシル
－２－オクチルオキシラン、２－デシル－２－ドデシルオキシラン、２－ドデシル－２－
テトラデシルオキシラン、２－ヘキサデシル－２－テトラデシルオキシラン、２－ヘキサ
デシル－２－オクタデシルオキシランなどが挙げられる。
　一般式（IV）で表される化合物としては、５，７－ジエチル－５－メチルウンデカン、
７，９－ジブチル－７－メチルペンタデカン、９，１１－ジヘキシル－９－メチルノナデ
カン、１１－メチル－１１，１３－ジオクチルトリアコサン、１３，１５－ジデシル－１
３－メチルヘプタコサン、１５，１７－ジドデシル－１５－メチルヘントリアコサン、１
７―メチル－１７，１９－ジテトラデシルペンタトリアコンタン、１９，２１－ジヘキサ
デシル－１９－メチルノナトリアコンタンなどが挙げられる。
【００１８】
　本発明の樹脂組成物は、樹脂および充填材と共に、上記の樹脂用可塑剤を含有するもの
である。
　主成分の樹脂としては、一般的に、ポリウレタン，ポリサルファイド、シリコーン、変
成シリコーン、ポリイソブチレン、アクリル樹脂、変性アクリル樹脂、アクリルウレタン
樹脂、ブチルゴム、エポキシ樹脂、塩化ビニル樹脂、フッ素系樹脂などが挙げられる。
　充填材としては、一般的に、シリカ、タルク、カオリン、ベントナイト、ゼオライト、
樹脂バルーン、ガラスバルーン、表面処理炭酸カルシウム、無処理炭酸カルシウム、カー
ボンブラック等、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム、膠質炭酸カルシウム、酸化
チタン、ケイ酸アルミニウム、酸化マグネシウム、酸化亜鉛などが挙げられる。
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【００１９】
　本発明の樹脂組成物には、上記成分以外に、本発明の目的を阻害しない範囲で、必要に
応じて、粘着性付与剤、カップリング剤、熱安定剤、光安定剤、帯電防止剤、難燃剤、脱
水剤、補強剤、垂れ防止剤、表面処理着色剤（顔料）、老化防止剤、硬化触媒などは適宜
配合してもよい。垂れ防止剤としては、水素添加ひまし油、脂肪族アミドワックス、ポリ
テトラフルオロエチレン樹脂（商標名：ＰＴＦＥ）などの有機物、高級脂肪酸、脂肪酸エ
ステルおよび炭酸カルシウムなどの無機物（表面処理用）などが挙げられる。
【００２０】
　本発明の樹脂組成物における上記の樹脂用可塑剤の含有量は、樹脂１００質量部に対し
て、通常０．１～１００質量部程度、好ましくは０．１～５０質量部である。樹脂用可塑
剤の含有量を０．１質量部以上とすることにより、硬化前の樹脂組成物には、低粘度化、
チクソトロピー性が促進され、硬化後にはべとつきが無く、表面にほこりや砂が付着しに
くくなるなどの効果が得られる。樹脂用可塑剤の含有量を５０質量部以下とすることによ
り、シーラント塗布直後の垂れが防止される。
　本発明の樹脂組成物の製造方法は特に限定されず、一般的に、上記の樹脂、充填材、樹
脂用可塑剤および粘着性付与剤等を、例えばミキサー、ニーダ―、押出し機、万能攪拌機
等により混合し製造することができる。
　なお、本発明の樹脂組成物の用途は、シーリング材に特に限定されず、例えば、各種の
接着剤、防水材等にも用いることができる。
湿気硬化型樹脂とは、空気中の水分と反応して表面から硬化が進行する形式の樹脂組成物
であり、例えば１液型シリコーン樹脂、１液型変成シリコーン樹脂、１液型ポリウレタン
樹脂、２液型変成シリコーン樹脂などが挙げられる。
【００２１】
　樹脂がウレタン系樹脂で、ウレタンプレポリマーを用いる１液ウレタン系シーラントの
場合、ウレタンプレポリマーの合成に用いられるポリイソシアネート化合物としては、例
えば、トリレンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート（精製ＭＤＩ）、
ＭＤＩと他の化合物との混合物（粗製ＭＤＩ）、イソホロンジイソシアネート、ヘキサメ
チレンジイソシアネート並びにこれらの誘導体等のようなウレタン系化合物の合成に一般
的に用いられるポリイソシアネート化合物を用いることができる。
　また、ウレタンプレポリマーの合成に用いられるポリオールとしては、プロピレンオキ
サイド、エチレンオキサイド、テトラヒドロフラン等の開環重合により得られるポリオキ
シアルキレンエーテル型ポリオール、アジピン酸、オルトフタル酸、イソフタル酸、テレ
フタル酸、セバシン酸、イタコン酸、無水マレイン酸等のジカルボン酸とエチレングリコ
ール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、トリプロピレングリコール、ブ
タンジオール、ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール等のグリコールとの脱水縮合
により得られるポリエステル型ポリオール、ブタンジオールやアクリル酸エステル等の重
合物よりなるポリマーポリオール等が挙げられる。これらのポリオールは、単独で用いて
も、２種類以上が併用されても良い。
【００２２】
　上記のポリオールと前述のポリイソシアネート化合物との反応割合は、特に限定される
ものではないが、アクリルポリマー含有ポリオール中の水酸基（ＯＨ）に対するポリイソ
シアネート化合物中のイソシアネート基（ＮＣＯ）のモル比（ＮＣＯ／ＯＨ）が１．３～
８．０であることが好ましく、より好ましくは１．５～３．０である。
　ウレタンプレポリマーの製造方法は、特に限定されるものではなく、例えば、窒素ガス
のような不活性ガス気流下もしくは減圧下で、アクリルポリマー含有ポリオールの所定量
とポリイソシアネート化合物の所定量とを８０～１００℃程度の温度で３～６時間程度反
応させることにより、所望のウレタンプレポリマーを得ることが出来る。
　１液ウレタン系シーラントの場合の充填材としては、前述の一般的なものを挙げること
ができる。なお、上記成分以外に、本発明の目的を阻害しない範囲で、必要に応じて、前
述の粘着性付与剤などを適宜配合してもよい。また、１液ウレタン系シーラントの製造方
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法は、前述の一般的な樹脂組成物の製造方法と同様である。
【００２３】
　主剤のイソシアネート化合物と、硬化剤のポリオール、ポリエーテルポリオール又はポ
リエステルポリオールからなる２液ウレタン系シーラントの場合、主剤のイソシアネート
化合物は、イソシアネート基を有する化合物で、芳香族イソシアネート、脂肪族イソシア
ネート、脂環族イソシアネート、それらの混合物またはウレタンプレポリマー等有機イソ
シアネート化合物の変性物等が挙げられる。例えば、トリレンジイソシアネート(ＴＤＩ)
、水添トリレンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート(ＭＤＩ)、ポリメ
リックＭＤＩ（ＰＭＤＩ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、1,5-ナフタレンジ
イソシアネート（ＮＤＩ）等の芳香族イソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート
（ＨＤＩ）等の脂肪族イソシアネート、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、水添
ＸＤＩ（Ｈ６ＸＤＩ）、水添ＭＤＩ(Ｈ１２ＭＤＩ)、ノルボルナンジイソシアネートメチ
ル(ＮＢＤＩ)等の脂環式ポリイソシアネート、上記イソシアネートのカルボジイミド変性
イソシアネート、イソシアヌレート変性体等が挙げられる。
【００２４】
　硬化剤のポリオールは、活性水素を有する化合物を含有し、該活性水素化合物は、通常
、一分子中に２以上のアミノ基を有するポリアミンおよび／または一分子中に２以上の水
酸基を有するポリオールを含有している。これは、ウレタンプレポリマーに用いられるも
のと同じでも異なっていてもよい。たとえば、エチレングリコール（ＥＧ）、ジエチレン
グリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、1,3-ブタンジオール、1,
4-ブタンジオール、4,4'-ジヒドロキシフェニルプロパン、4,4'-ジヒドロキシフェニルメ
タン等の２価アルコール、グリセリン、1,1,1-トリメチロールプロパン、ペンタエリスリ
トール、グルコース、シュークロース、ソルビトール等が挙げられる。
【００２５】
　また、硬化剤のポリエーテルポリオールとして、エチレンオキサイド、プロピレンオキ
サイド、ブチレンオキサイド等の１種または２種以上を付加重合して得られるポリエーテ
ルポリオールおよびテトラヒドロフランを開環重合して得られるポリテトラメチレンエー
テルグリコール（ＰＴＭＥＧ）等のポリエーテルポリオールが挙げられる。
　さらに、硬化剤のポリエステルポリオールとしては、たとえば、エチレングリコール、
プロピレングリコール、ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、グリセ
リン、トリメチロールプロパン等あるいはその他の低分子量ポリオールの１種または２種
以上とグルタル酸、アジピン酸、セバシン酸、テレフタル酸、イソフタル酸、ダイマー酸
等あるいはその他の低分子量ジカルボン酸やオリゴマー酸の１種または２種以上との縮合
重合およびカプロラクトン等を開環重合して得られるポリエステルポリオール等、ポリカ
プロラクトンポリオール、ポリカーボネートポリオール、ポリエーテルポリオールまたは
ポリエステルポリオールの変性物等が挙げられる。
　２液ウレタン系シーラントの場合の充填材としては、前述の一般的なものを挙げること
ができる。なお、上記成分以外に、本発明の目的を阻害しない範囲で、必要に応じて、前
述の粘着性付与剤などを適宜配合してもよい。また、２液ウレタン系シーラントの製造方
法は、前述の一般的な樹脂組成物の製造方法と同様である。
【００２６】
　樹脂組成物がシリコーン系シーラントの場合、主成分のシリコーン系ポリマーはケイ素
に結合している２つ以上のヒドロキシル基又は加水分解性基を有する重合体物質である。
このシリコーン系ポリマー主鎖は、シロキサン分子鎖であり、例えばポリオキシアルキレ
ン鎖である。主成分のシリコーン系ポリマーとして、ポリオルガノシロキサンが好ましい
。
　このポリジオルガノシロキサンは、次のシロキサン単位を有する化合物である。
　　　　　ＲSＳｉＯ4-S/2

（式中、Ｒは、炭素原子を１～６個有する炭化水素基、例えばメチル、ビニル、フェニル
基、若しくは、フッ素化されたアルキル基を表し、ｓは、０、１又は２の値を有する。）
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ポリオルガノシロキサンとして好ましい物質は、直鎖状の物質、即ち全ての単位において
ｓ＝２の物質である。この好ましい物質は、一般式－（Ｒ2ＳｉＯ）n －による、ポリジ
オルガノシロキサン鎖を有している。
【００２７】
　シリコーン系シーラントの場合の充填材としては、ヒュームドシリカ又は沈降シリカ、
破砕石英、けいそう土、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、酸化鉄、二酸化チタン及びカー
ボンブラック等が挙げられる。
　樹脂組成物に含有され得る他の成分は、シリコーン系シーラントの配合に一般的なもの
を加えても良い。例えば、本発明の可塑剤以外の可塑剤及び顔料に加えて、例えば、末端
にトリオルガノシロキシ基を有するポリジメチルシロキサンを、可塑剤として、使用して
もよい。なお、このポリジメチルシロキサンの有機置換基は、例えばメチル、ビニル、フ
ェニル、又はそれらの基の組み合わせである。
　この樹脂組成物に用いられる硬化用触媒としては、オクタン酸鉛及びジラウリン酸ジブ
チルスズ、二酢酸ジブチルスズ、オクタン酸第１スズ、及びジブチルスズ誘導体等を挙げ
ることができる。樹脂組成物には、架橋速度を高めるための共触媒および、γ－アミノプ
ロピルトリエトキシシラン等の接着性を改良する物質を含有していてもよい。
　シリコーン系シーラントの製造方法は特に限定されず、上記シリコーン化合物と例えば
ロール、ニーダ―、押出し機、万能攪拌機等により充填材、脱水剤、補強剤、垂れ防止剤
、着色剤（顔料）、老化防止剤、接触促進剤など混合し製造することができる。
【００２８】
　樹脂組成物が変成シリコーン系シーラントの場合には、主成分の変成シリコーン系ポリ
マーとして、珪素原子に結合した水酸基または加水分解性を有しシロキサン結合を形成す
ることにより架橋しうる珪素含有基を少なくとも1個有する、シリル基含有ポリエーテル
、シリル基含有ポリエステル、シリル基含有ビニル系重合体、シリル基含有ポリエステル
変性ビニル系重合体、シリル基含有ジアリルフタレート系重合体、シリル基含有ジアリー
ルフタレート系重合体、シリル基含有ポリイソブチレン、シリル基含有エチレン・α－オ
レフィン系共重合体、およびこれらの混合物等のシリル基含有有機重合体を用いることが
できる。
　変成シリコーン系ポリマーがシリル基含有ポリエーテルである場合、主鎖のポリエーテ
ルとしては、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、ブテンオキシド、テトラヒド
ロフランなどを原料物質として、カチオン重合、アニオン重合の方法を用いて製造される
ものなどである。具体例としては、旭硝子（株）社製のエクセスター等が挙げられる。
　変成シリコーン系ポリマーがシリル基含有ポリエステルである場合には、マレイン酸、
コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、フタル酸などのカルボン酸、その無水物、そのエス
テルまたはハロゲン化物と、化学量論的過剰のエチレングリコール、プロピレングリコー
ル、グリセリンなどのポリオールとを反応させることにより調製されるポリエステルポリ
オール類、またはラクトン類の開環重合により得られるラクトンポリオール類などがポリ
エステルの主鎖として用いられる。
【００２９】
　変成シリコーン系シーラントの場合の充填材としては、前述の一般的なものを挙げるこ
とができる。シーラントの硬化触媒としては、オクチル酸錫、ジブチル錫ジラウレート、
ジブチル錫マレエート、ジブチル錫フタレート等の錫化合物、テトラブチルチタネート等
の有機チタン酸エステル、アミン類、アミン塩、４級アンモニウム塩、グアニジン化合物
等が挙げられる。これらは単独もしくは混合して使用できる。
　なお、上記成分以外に、本発明の目的を阻害しない範囲で、必要に応じて、前述の粘着
性付与剤などを適宜配合してもよい。また、変成シリコーン系シーラントの製造方法は、
前述の一般的な樹脂組成物の製造方法と同様である。
　また、本発明の樹脂用可塑剤は、樹脂用希釈剤として用いることができる。
【実施例】
【００３０】
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　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、これらの例によっ
てなんら限定されるものではない。
　なお、各実施例および比較例において得られたシーリング用樹脂組成物の物性評価方法
は以下の通りである。
【００３１】
（１）硬化前シーリング用樹脂組成物の粘度
　レオロジカ社製レオメータＶＡＲ－５０を用い、２５℃で、せん断速度０．４２ｓ-1お
よび４．２ｓ-1の場合の粘度を測定した。
　また、チクソトロピー性の指標として、せん断速度０．４２ｓ-1の場合と４．２ｓ-1の
場合の粘度比を記載した。この数値が大きいほど、垂れにくく、塗布作業時は塗りやすい
指標となる。
【００３２】
（２）シーラントの耐スランプ性
　ＪＩＳ　Ａ　１４３９（建築用シーリング材の試験方法)に記載の「スランプ試験」方
法を参考にして、シーリング材用スランプ試験器具（幅１０ｍｍ、深さ１０ｍｍ、長さ１
５０ｍｍのアルミ合金製溝型容器）に、ポリエチレン製シートで内底を覆い、２４時間、
２３℃で放置したシーラント樹脂組成物を充填し、試験器具を垂直に立てた。
　この状態で２４時間、２３℃放置し容器端から垂れ下がった長さを観察した。但し、試
験温度は２３℃とした。
【００３３】
（３）硬化シートの引張試験、硬度、接着強度および残留タック性
　シーリング用樹脂組成物を厚さ１ｍｍのスペーサーをおいて塗布し、２０℃、６５％Ｒ
Ｈで３日間、５０℃、６０％ＲＨ、３日間養生させ、試験用のシートを得た。
　引っ張り試験は、インストロン社製ＩＮＳＴＲＯＮ５５８２を用い３号試験片を試験速
度５００ｍｍ／ｍｉｎ，室温で実施した。
　シートの硬度は、テックロック社製デュロメータタイプＥを用い、厚さ８ｍｍのシート
を用い実施した。
　接着性（接着強度）の試験は、被着体としてガラスを使用し（接着面積　１２．５ｍｍ
×２５ｍｍ）、インストロン社製ＩＮＳＴＲＯＮ５５８２、試験速度１ｍｍ／ｍｉｎ、室
温で実施した。
　残留タック性（べとつき）は、手感触で行い、べたつきがないものを○、若干べたつき
のあるものを△、非常にべたつくものを×とした。
【００３４】
実施例１（シーリング用樹脂組成物Ａ－１）
　以下の樹脂、充填材、可塑剤および増粘剤等をハイブリッドミキサーにより混練し、シ
ーリング用樹脂組成物Ａ－１を得た。物性評価結果を第１表に示す。
　変成シリコーン樹脂（旭硝子ウレタン社製エクセスターＳ－２４２０）１００質量部
　充填材（膠質炭酸カルシウム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５質量部
　充填材（重質炭酸カルシウム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５質量部
　可塑剤（２－メチレンノナデカン）　　　　　　　　　　　　　　　　　４０質量部
　増粘剤（楠本化成製ディスパロン６５００）　　　　　　　　　　　　　　１質量部
　紫外線吸収剤（チバスペシャリティケミカルズ製ＴＩＮＵＶＩＮ３２７）　１質量部
　酸化防止剤（チバスペシャリティケミカルズ製ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０）　１質量部
　接着性付与剤（信越化学製ＫＢＭ－４０３）　　　　　　　　　　　　　　１質量部
　接着性付与剤（信越化学製ＫＢＭ－６０３）　　　　　　　　　　　　　　１質量部
　硬化触媒（日本化学産業社製エクセスターＣ１０）　　　　　　　　　　　１質量部
【００３５】
実施例２（シーリング用樹脂組成物Ａ－２）
　実施例１において可塑剤を２－デシル－２－オクチルオキシランに代えた以外は同様と
してシーリング用樹脂組成物Ａ－２を得た。物性評価結果を第１表に示す。
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比較例１（シーリング用樹脂組成物Ｂ－１）
　実施例１において可塑剤をフタル酸ジイソノニル（ＤＩＮＰ）に代えた以外は同様とし
てシーリング用樹脂組成物Ｂ－１を得た。物性評価結果を第１表に示す。
【００３７】
比較例２（シーリング用樹脂組成物Ｂ－２）
　実施例１において可塑剤を平均分子量１０００のポリプロピレングリコール（ＰＰＧ）
に変えた以外は同様としてシーリング用樹脂組成物Ｂ－２を得た。
　物性評価結果を第１表に示す。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　実施例のシーリング用樹脂組成物（Ａ－１、Ａ－２）は、比較例のシーリング用樹脂組
成物（Ｂ－１、Ｂ－２）に比べて、（１）粘度が小さく、また、粘度比が大きいことから
、チクソトロピー性に優れており、塗布作業性に優れていること、（２）耐スランプ性に
優れ、塗工後は垂れない性質があること、（３）硬度、引張強度および接着強度が同等で
あるにもかかわらず、残留タック（べとつき）がなく、シーリング材表面のほこり、砂な
どの付着（汚染性）低減に有用であることが分る。
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